
（

三

）

「
唱
歌
法
取
調
書
」
伊
澤
修
二

こ
の
文
書
は
伊
澤
が
ボ
ス
ト
ン
に
お
い
て
メ
ー
ソ
ン
と
と
も
に
作
成
し
た
も
の
で

あ
っ
た
が
、
伊
澤
の
帰
国
後
、
明
治
十
一
年
六
月
、
文
部
省
へ
提
出
し
た
。
伊
澤
の

帰
国
は
そ
の
一
カ
月
前
の
五
月
で
あ
る
。
こ
れ
に
は
同
時
に
作
製
し
た
唱
歌
掛
図
が

添
え
て
あ
っ
た
。
こ
の
掛
図
は
一
八
七
八
年
（
明
治
十
一
）
秋
の
パ
リ
展
覧
会
に
メ

ー
ソ
ン
が
出
品
し
て
い
る
。
こ
の
事
実
は
一

八
七
九
年
十
一
月
二
十
日
付
、
伊
澤
宛

メ
ー
ソ
ン
の
書
簡
に
よ
っ
て
明
ら
か
で
あ
る
。

今
此
唱
歌
掛
闘
ヲ
文
部
大
輔
田
中
公
J
閣
下
二
呈
ス
ル
ニ
営
リ
妥
二
敷
言
ヲ

述
べ
以
テ
其
掛
園
ヲ
製
ス
ル
ノ
畢
ノ
由
テ
起
リ
シ
所
以
卜
僕
等
ガ
常
二
目
的
ト

セ
シ
本
理
ト
ヲ
略
述
シ
以
テ
閲
者
ノ
誤
了
ナ
カ
ラ
ム
事
ヲ
願
ヒ
併
セ
テ
将
来
唱

歌
ノ
一
科
ヲ
興
ス
ノ
一
助
タ
ラ
ム
事
ヲ
翼
フ
ナ
リ

抑
此
掛
図
ヲ
製
ス
ル
ノ
拳
ハ
米
國
ボ

ス
ト
ン
府
音
楽
監
督
メ
ー
ソ
ン
氏
曾
テ

我
教
育
理
事
官

二
同
氏
編
著
ノ
掛
図
ヲ
贈
リ
シ
後
我
國
教
育
ノ
學
科
中
唱
歌
ノ

一
科
末
ダ
備
ラ
ザ

ル
ヲ
博
聞
シ
頻
二
其
道
ノ
未
夕
亜
細
亜
地
方
二
興
ラ
ザ
ル
ヲ

憂
ヒ
我
図
ノ
學
校
二
其
良
種
ヲ
施
シ
他
日
其
良
果
ヲ
獲
ン
事
ヲ
思
立
チ
シ
ニ
根

セ
シ
ナ
リ
彼
氏
ノ
望
賓

二
此
ノ
如
シ
ト
雖
モ
奈
セ
ン
彼
氏
日
本
語
ヲ
解
ス
ル
ニ

非
ズ
又
其
人
民
ノ
風
習
教
育
ノ
景
況
等
ヲ
熟
知
ス
ル
ニ
非
ズ
徒
二
其
志
ヲ
懐
ク

卜
雖
モ
之
ヲ
達
ス
ル
ノ
路
ナ
シ
因
テ
惟
ラ
ク
日
本
生
徒
ニ
シ
テ
能
ク
嘗
時
日
本

ノ
教
育
ヲ
知
ル
者
ヲ
得
之
ガ
助
二
因
テ
其
掛
図
二
挿
ム
ー
ー
日
本
語
ノ
謡
曲
ヲ
以

テ
シ
其
國
語
ヲ
以
テ
其
感
情
ヲ
歌
頌

二
疲
ス
ル
ヲ
得
セ
シ
メ
バ
其
道
始
テ
興
ル

ベ
シ
其
志
始
テ
達

ス
ベ
シ
ト
於
是
一
日
途
中
逍
遥
ノ
際
一
ノ
日
本
生
徒
二
遡
返

シ
之
ヲ
我
家

二
招
キ
頻

二
唱
歌
ノ
科
ヲ
日
本
ノ
學
校
二
置
ク
ヘ
キ
ノ
理
由
ヲ
説

キ
シ
カ
ド
モ
其
彼
氏
ヲ
助
ク
ベ
キ
ノ
意
カ
ナ
キ
ヲ
知
リ
大
ニ
一
時
ノ
失
望
ヲ
懐

ケ
リ
一
昨
年
ノ
秋
僕
偶
彼
氏
二

遭
遇
シ
後
目
賀
田
氏
卜
共
二
彼
氏
ノ
家
二
至
ル

彼
氏
僕
二
告
ル
ニ
平
素
ノ
志
ヲ
以
テ
ス
僕
亦
曾
テ
我
國
二
在
ル
ノ
日
學
校
唱
歌

ヲ
興
ス
ノ
肝
要
ナ
ル
ヲ
知
リ
良
師
益
友
ヲ
得
テ
少
ク
其
道
ノ
何
物
タ
ル
ト
之
ヲ

興
ス
ノ
方
法
如
何
ト
ヲ
研
究
セ
ン
ト
欲
ス
ル
ノ
際
ナ
レ
ハ
大
二
其
志
ノ
篤
キ
ト

其
道
ヲ
尚
フ
ノ
重
キ
此
二
至
ル
ヲ
感
シ
且
其
好
機
失
フ
可
ラ
ザ
ル
ヲ
知
リ
遂
ー
ー

共
二
心
カ
ヲ
尽
シ
テ
其
畢
ヲ
全
セ
ン
事
ヲ
約
セ
リ

営
時
僕
ブ
リ
ッ
ヂ
ウ
ヲ
ー
ト
ル
師
範
学
校
二
在
学
シ
他
事
二
消
費
ス
ル
ノ
時

間
二
乏
シ
ト
雖
モ
彼
氏
ノ
篤
志
ノ
非
常
ナ
ル
ヲ
感
シ
且
我
國
ノ
唱
歌
未
ダ
興
ラ

ザ
ル
ヲ
憂
ル
ノ
餘
リ
土
曜
ノ
休
日
毎
ニ
ボ
ス
ト
ン
府
二
至
リ
彼
氏
ー
ー
語
ル
ニ
我

國
歌
詞
ノ
成
立
法
及
句
調
法
等
ノ
大
概
ヲ
以
テ
シ
彼
氏
僕
ー
ー
授
ク
ル
ニ
彼
音
楽

ノ
理
唱
歌
ノ
法
等
ヲ
以
テ
シ
交
互
談
論
ノ
上
其
見
偶
相
合
フ
者
ア
リ
相
反
ス
ル

者
ア
リ
一
曲
一
詞
得
ル
ニ
従
テ
之
ヲ
括
入
シ
遂
二
大
凡
二
年
ノ
星
霜
ヲ
経
テ
其

唱
歌
掛
圏
略
其
形
ヲ
ナ
ス
ニ
至
レ
リ
然
リ
ト
雖
モ
僕
素
ヨ
リ
我
音
楽
ー
ー
精
キ
モ

ノ
ー
ー
非
ズ
又
我
歌
学
ヲ
知
ル
者
二
非
ズ
其
志
大
物
ノ
如
シ
ト
雖
モ
其
業
針
頭
ダ

ー
ー
モ
如
カ
ズ
疑
問
ヲ
解
ク
ベ
キ
ノ
益
友
ナ
ク
教
訓
ヲ
受
ク
ベ
キ
ノ
良
師
ナ
シ
古

典
ヲ
考
ル
ノ
書
ナ
ク
新
作
ヲ
学
ブ
ノ
籍
ナ
シ
頼
ム
所
ノ
モ
ノ
ハ
唯
我
一
精
神
ト

忍
耐
カ
ア
ル
ノ
ミ
其
情
勢
此
ノ
如
キ
ガ
故
二
其
成
果
ノ
拙
劣
ナ
ル
此
ノ
如
キ
ー
ー

至
ル
ハ
理
ノ
嘗
然
ニ
シ
テ
敢
テ
僕
ガ
憾
ト
セ
ザ
ル
所
ナ
リ
唯
諸
哲
ノ
貼
験
批
評

ヲ
経
テ
我
歌
詞
謡
曲
ノ
彼
音
架
ノ
理
二
基
キ
彼
楽
諧
ノ
則
二
従
テ
謡
ヒ
得
ベ
キ

者
ア
ル
ノ
理
ヲ
證

ス
ル
ヲ
得
バ
僕
ガ
満
足
ス
ル
所
ナ
リ

此
唱
歌
掛
圏

ハ
米
國
ボ
ス
ト
ン
府
音
楽
監
督
メ
ー
ソ
ン
氏
編
著
ノ
最
下
等
ノ

小
学
ヨ
リ
最
上
等
ノ
諸
学
校
二
至
ル
マ
デ
正
シ
ク
順
序
ヲ
遂
テ
教
授
ス
ベ
キ
モ

ノ
ヽ
内
最
下
級
用
ノ
一
部
ー
ー
捩
リ
テ
製
セ
シ
モ
ノ
ナ
リ
故
二
其
謡
詞
ノ
如
キ
極

メ
テ
簡
短

ー
ー
シ
テ
幼
児
ノ
解
シ
易
キ
者
ヲ
用
ル
ヲ
旨
ト
セ
リ
其
用
語
ノ
如
キ
寧

ロ
廿
シ
テ
卑
浅

二
近
キ
ノ
批
評
ヲ
受
ル
モ
却
テ
高
尚
二
陥
ル
ノ
弊
害
ヲ
免
レ
ン
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事
ヲ
望
メ
リ
閲
者
宜
ク
其
意
ヲ
了
ス
ベ
シ

此
掛
圏
中
用
ル
謡
ハ
或
ハ
我
國
在
来
ノ
謡
曲
ヲ
採
リ
或
ハ
全
ク
新
作
ヲ
試
ミ

或
ハ
原
著
ノ
意
ー
ー
擬
シ
テ
製
セ
シ
者
ア
リ
是
レ
元
来
此
掛
圏
ヲ
製
ス
ル
ノ
本
旨

ハ
充
備
完
全
ー
ー
シ
テ
直
二
諸
学
校
ノ
用
二
供
ス
ベ
キ
ノ
目
的
二
非
シ
テ
却
テ
将

来
唱
歌
ヲ
起
ス
ベ
キ
一
箇
ノ
経
験
タ
ラ
ン
事
ヲ
要
旨
ト
ス
ル
ヲ
以
テ
其
執
レ
カ

正
執
レ
ヵ
否
執
レ
カ
便
執
レ
カ
不
便
ナ
ル
ヲ
試
ム
カ
為
ナ
リ

我
國
ノ
歌
謡
ハ
雅
俗
二
拘
ラ
ズ
新
古
ヲ
問
ハ
‘
ス
自
ラ
一
定
ノ
句
調
ア
リ
テ
愛

易
ス
ベ
カ
ラ
ズ
故
二
彼
楽
譜
我
謡
曲
ー
ー
用
フ
可
ラ
ザ
ル
者
ア
ル
ニ
似
タ
リ
蓋
各

國
固
有
ノ
語
風
然
ラ
シ
ム
ル
所
ナ
リ
閲
者
掛
圏
中
謡
詞
ナ
キ
モ
ノ
ア
ル
ヲ
怪
ム

莫
シ我

國
ノ
歌
謡
古
来
一
定
ノ
押
韻
法
ナ
シ
ト
雖
モ
元
来
押
韻
ハ
自
然
二
謡
ノ
調

子
ヲ
整
ル
ノ
性
質
ヲ
具
セ
ル
者
ナ
レ
バ
古
来
ノ
琴
歌
但
謡
等
ニ
モ
知
ラ
ズ
識
ラ

ズ
押
韻
ヲ
用
ヒ
シ
者
其
例
少
カ
ラ
ズ
例
ヘ
ハ
佳
謡
二
冨
士
の
白
ゆ
き
や
（
ア

ノ
韻
）
朝
日
で
消
え
る
（
ウ
ノ
韻
）
娘
島
田
は
（
ア
ノ
韻
）
ね
て
と
け
る
（
ウ

ノ
韻
）
ノ
如
シ
此
例
ニ
ハ
初
句
卜
第
三
句
ハ
五
十
韻
第
一
ノ
緯
行
即
チ
「
ア
」

ノ
韻
ヲ
用
ヒ
第
二
第
四
ノ
両
句
ハ
第
三
ノ
緯
行
即
チ
「
ウ
」
ノ
韻
ヲ
用
ヒ
タ
ル

者
ノ
如
シ
是
レ
即
チ
西
洋
ノ
詩
ノ
押
韻
法
二
最
モ
能
ク
類
似
セ
ル
ナ
リ

此
掛
圏
中
二
用
ル
謡
詞
ハ
素
ヨ
リ
小
学
ノ
最
下
級
二
用
ル
モ
ノ
ナ
レ
バ
決
シ

テ
高
尚
ヲ
旨
ト
ス
ル
ニ
非
ズ
ト
雖
モ
押
韻
ノ
如
キ
ハ
唱
歌
ノ
調
ヲ
整
ル
ニ
最
モ

肝
要
タ
ル
言
ヲ
待
タ
ザ
ル
所
ナ
レ
バ
成
ル
可
キ
丈
之
ヲ
用
ル
ヲ
旨
ト
セ
リ
然
シ

テ
其
押
韻
法
ハ
今
仮
二
五
十
韻
二
腺
リ
五
種
ノ
緯
行
ヲ
同
韻
卜
定
メ
穂
テ
五
韻

ア
ル
ト
見
倣
シ
各
行
ノ
頭
字
ヲ
用
テ
「
ア
」
ノ
韻
「
イ
」
ノ
韻
等
卜
直
別
セ
リ

其
営
否
ノ
如
キ
ハ
諸
哲
ノ
卓
見
二
依
リ
後
日
自
ラ
相
定
ル
所
ア
ル
ヲ
待
ツ
ノ
ミ

明

治

十

一

年

六

月

伊

澤

修

二

工

祝
（
へ
）
、

右
新
作ィ

四
方
山
（
に
）

右
新
作

初
音

祝
ヘ

は
つ

工
（ね）

掛
圏
中
ノ
謡
〔
（

か
れ
て
い
る
〕

一

ヽ リ
ノ‘

ヽ
唱
歌
法
凡
例

〔
マ
マ
〕

一
、
掛
圏
中
人
ぼ
ハ
「
ク
レ
フ
」
ノ
（
「
ク
レ
フ
」
ハ
原
意
鍵
ノ
義
ー
ー
シ
テ
楽
譜

ノ
初
音
ノ
起
ル
度
ヲ
示
ス
モ
ノ
ナ
リ
）
記
号
ー
ー
シ
テ
各
國
通
用
ノ
モ
ノ
故
其

儘
之
ヲ
用
ウ

一

ノ
（
ス
ケ
ー
ル
ハ
音
調
ノ
順
序
ヲ

定
ル
モ
ノ
ニ
シ
テ
梯
子
ノ
義
ナ
リ
）
名
ニ
シ
テ
ヒ
ー
、
フ
ー
、
ミ
ー
、
ヨ
ー
、

イ
ー
、
ム
ー
、
ナ
ー
、
卜
讀
ム
ベ
シ
コ
ハ
謡
フ
ニ
其
調
ョ
キ
カ
為
ナ

―
二
三
四
五
六
七
八
ハ
「
ス
ケ
ー
ル
」

二、

ホ、

囀
つ
る
は
つ
（
ね
）

ィ

春
け
ら
（
し
）

工

は
つ
春
祝
（
へ
）
、

へ、

ヽ

ヤ
ー

卜ヽ

イ、

音
相
互
二
昇
降
ス
ル
度
ヲ
示
ス
モ
ノ
ニ
シ
テ
原
意
高
サ
ノ
義
ナ
リ
）
名
ニ
シ

テ
其
ノ
ハ
、
ヨ
リ
始
ル
者
ハ
欧
米
各
図
皆
其
國
字
ノ
第
三
ヨ
リ
始
ム
ル
ノ
例

二
腺
ル
モ
ノ
ナ
リ

一
、
掛
圏

ニ
ハ
穂
テ
恨
字
ヲ
用
テ
左
ヨ
リ
右
二
書
セ
リ
是
レ
謡
フ
ニ
便
ナ
ル
ガ

為
ナ
リ
別
二
候
字
卜
漢
字
ト
ニ
テ
書
タ
ル
一
小
冊
子
ヲ
添
へ
以
テ
看
官
ノ
便

二
供
ス

右
ハ
其
大
略
ヲ
摘
録
ス
ル
ノ
ミ
其
他
ノ
細
事
二
至
テ
ハ
賓
地
二
臨
ミ
ロ
舌
ヲ

以
テ
論
辮
ス
ル
所
ア
ル
ヘ
シ

）
と
発
音
を
示
す
ル
ビ
お
よ
び
「
同
韻
」
と
い
う
文
字
と
を
結
ぶ
線
は
朱
で
書

ロ
ヽ

ハ
「
ピ
ッ
チ
」
ノ
（
「
ピ
ッ
チ
」
ハ
諸
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桜
の
花
の

今
日
越
え
て

右
我
在
来
之
歌

工

螺

鳥

蝶

鳥

菜

の

葉

に

止
（
れ
）

工

菜
の
葉
に
飽
た
ら
桜
に
止
（
れ
）

轄

栄
る
御
代
（
に
）

色

は

匂

へ

ど
あ
さ
き
夢
見
し

散
り
ぬ
る
を

我
世酔

も
せ
す

右
新
作

ゥ

オ
ー
笛
が
な
（
る
）

右
原
意
に
擬
し
て
製
す

ォ

千
代
や
ち
ょ
（
と
）

君
か
代

右
新
作

頼

め

祈

れ

賢

き

神

を

右
原
意
に
擬
し
て
製
す

工

謡
へ
よ
謡
（
へ
）
謡
て
く
ら
（
せ
）

右
原
意
に
擬
し
て
製
す

ゥ

て
（
る
）
鈴
鹿
は

右
我
在
来
の
謡

ィ

一
卜
夜
明
れ
は
賑
か
（
に
）

花
の

右
我
在
来
ノ
謡

ィ

梢
に

鳥
喘
渡

（り）

右
新
作

坂
は
照
る

ゥ

ふ
（
る
）

工

日
の
出
日
の
（
で
）

右
新
作

誰
そ

飾
り
立
た
る

ゥ

曇

（る）

ゥ

オ
ー
誰
を
よ
（
ぶ
）

ェ

曜
く
日
の
（
出
）

常
な
ら
む
憂
の
奥
山

ィ

山
も
里
も
春
満
に
け
（
り
）

ィ

松
か
さ
（
り
）

轄

間
の
土
（
山
）

雨
が

ォ

祝
（
ふ
）
此
「
フ
」
ハ
オ
ノ
稜
音
ヲ
有
ス

伊
澤
修
二
の
意
見
に
よ
り
文
部
省
学
務
課
久
保
田
譲
の
起
案
で
明
治
十
二
年
三
月

八
日
付
省
内
各
課
長
、
少
輔
、
大
輔
、
卿
に
回
覧
さ
れ
、
よ
う
や
く
十
一
月
に
こ
の

（四
）

「昔
業
偉
習
所
創
設
議
案
」

右
原
意
に
擬
し
て
製
す

遥
の
き
し
に 遊

べ

遊

へ

よ

右
愛
知
師
範
学
校
の
作

春
の
蒲
生
の
曙
に
四
方
の

ら
雲
の
掛
ら
ぬ
峰
こ
そ
な
か
り
け
れ

右
我
在
来
の
歌

は
ち
す
ば
生
え
る

一
人
の
児
が

イ

池
の
邊
（
に
）

[
[
D
[

花[
t
t

□〗□

[
／
汀
〗
〗
い
口

□
｀
同
韻

母

は

た

A

ち
に
は
せ
来
た
（
り
）ァ

い
と
し
や
我
子
け
な
け
な
（
や
）

ゥ

助
け
よ
神
と
呼
さ
け
（
ぶ
）
／
／

ァ

聟
の
限
り
は

し

ら
波
（
や
）ー—

沈
み
つ
う
き
つ
漂
へ
（
る
）
1ァ

果
こ
そ
し
ら
ね
藻
盟
く
（
さ
）

ゥ

底
の
み
く
づ
と
消
え
う
せ
（
ぬ
）

止
れ
よ

山
邊
を

工

止
（
れ
）

同
韻

同
韻

〔手
害
き
〕

見
渡
せ
ば
花
盛
り
か
も

し
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